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作業経費を固定費と変動費部分とに仕訳して，それを

利用料金や省力化賃金との見合いで経済限界面積を把

握し，それをもって集団の規模とする場合とである。

前者の負担面積の把握方法は次の算式によって得られ

る。

作業別負担面積
作斯幅内実稼働日数×日稼働時間

機械能率（単位面積当り時間）

ただし実稼働日数を計算する場合は累年気象統計の

降雨量による。

次に経済面積の把撞方法は第5回に示す損益分岐点

図によるかまたは次の算式による。

損益分岐点＝固定費÷（1－
（経済限界面培）

変動費
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第5図　損益　分岐　点

ただし固定費とは機械購入資金利子，減価償却費変

動費とは燃料費，労働費，修理費等。第5国の作図法　　要するに集団組織規模は経済面語と負担面積の間で決

は紙面の都合で省略するが第5図のABは金額の外単　　定することが望ましい。

位面積当り所得金額で目盛る必要がある。

草　地　機　械　費　試　算

－山地傾斜地における牧乾草およびサイレージの生産費について－

佐々木正勝・山口与祖次郎・蛇沼　恒夫・淵向正四郎

（岩手県畜試外山試験地）

1．ま　え　が　き

現在行なわれている草地機械の大型化は，経済的に

問題が多い。また，実際に牧乾草，サイレージの生産

費を算出してみても草地機械費の高いことがわかる。

そこでどのようにすれば経済的に引き合う機械化が可

能であるか，牧乾草とサイレージの生産費を中心にし

て機械導入の計画を立てる場合の参考資料に供する目

第1蓑　傾斜度別草地面接比（調査面積87ha．）

的で，当場外山試験地の昭和44年度実績から経済計

算を試みた。

2．貯蔵粗飼料調製の概況

当試験地は標高d80～9757花で採草地，放牧地の約

40感が10～15Cの傾斜度をもついわゆる山地憤斜地

にあり（第1蓑），気象条件も平地と異なり特殊な場

合が多い。

0 ～ 5 e 5 ～ 1 0 0 1 0 ～ 1 5 C 1 5 ～ 2 0 亡草地別
傾斜度

20～25e

22　痴 44　多 52　喀 2　多 ＿　肇
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25～500
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牧草の生育をみても一般に早春の伸長が著しく旺盛で

収穫適期が一挙にやってくることや，晴天日数が少な

く，霧の日が多い上，気温も低いので地面の乾きがお

そいために，機械作業可能日数が制約される結果，と

かく作業能率が悪く作業適期を逸したり多くの面でロ

スが大きい。とくに当試験地における作業体系の中で

問題となっているのは運搬作業で，運搬台数とトレー

ラー台数との関係，あるいは傾斜の条件が全体の作業

能率を大きく規制している場合が多い。当地の牧乾草

とサイレージの生産費を第2表に示したが，両者を通

じて機械費の占める割合が高く，牧乾草で477扉，サ

イレージでは44．1帝と生産費用中約半分を占めている。

また，サイレージ1Kg当り生産費は乾物換算22．5円で

牧乾草の20．1円に比較して有利でないことがわかった。

品質にも問題があるとすれば，サイレージの有利な面

は，天候にあまり左右されないで調製作業が容易であ

るということである。しかしながら，当地のように天

候の不安定な地域ではサイレージ調製の意義は大きく，

単に生産費用の面からサイレージ，牧乾草の優劣を論

ずることはできない。以上述べるように当地のような

山地傾斜地における貯蔵粗飼料調製費用中，機械費が

きわめて大きな位置を占めていることを考慮に入れ，

以下，検討を加える。

第2蓑　牧乾草およびサイレージの1Kg当り生産に要する費用

項　　　　　　 目

牧　　 乾　　 草 サ　 イ　 レ　 ＿　 ジ
摘　　　　　　 要

金　　　 額 比　 率 金　　　 額 比　 率

生

産

費

用

肥　　 料　　 費 4 65．50 0 円 19．0
5 5 1．50 D 円

2 1．6 草 地 化 成 21 2 号 ， 5 5 円 ′晦

燃　　 料　　 費 25，9 4 1 1．D 4 2．0 1 2 1．7 軽 油 2 0 円′且， ガ ソリン5 0 円／ヱ

潤　 滑　 油　 費 8 2 10 n 5 1 8 2 4 n 5 2 5 円 ／h r

バ ンカーサイ ロ， 農 具 庫

農　 機　 具　 費 908 1 97 57 2 7 9 占，80 5 5 2．5

農 機 具 修 理 費 255，9 1 7 10．5 2 9 0．4 4 8 1 1．8

施　　 設　　 費 2 8ス24 2 日．8 2 8 7 2 4 2 1 1．7

調 製　 資　 材　 費 89．5 08 5．7 5 7 9 0 0 2．5 ビニール， トワイン， ロープ，フォ‾ク

人　　 件　　 費 185．5 9 5 8．7 1 9 8，05 6 8．0 1 時 間 当 り　2 0 0 円

草　 地 造 成　 費 258 4 8 5 乳8 2 5 5．50 0 10．5 更 新 年 限 10 年 と した 。

計 2．44 1．98 5 1 0 0　 肇 2．46 2．88 7 10 0　 多

生　　　 産　　　 量 14 8．50 5 K g 5 4 8．58 5 K ク 仕 上 り畳

1 晦　 当　 り　 生　 産 費 川．5 円 4 5 円
　　　　　　　 多

平 均 水 分 ， 乾 草 18．0 ，サイ レージ即
乾　 物　 換　 算

1 Kク 当 り 生 産 費
20．1 円 22．5 円

5．万　　　　　法

外山試験地における草地管理用トラクタ・－，作業機

の購入価格および作業能率を計算の基礎数字にする

（第5義一1，2）。経済計算をする場合一番問題に

なるものは作業機の能率であるが，1時間当りの作業

量が多ければ多いほど経費が安くつくのは当然のこと

である。当地のような，いわゆる山地傾斜地において

は，個々の圃場の条件によって著しく作業能率が異な

るので，単一圃場における調査数値では代表値に適さ

ず，年間を通じての平均能率でないと意味がなく，し

たがってここで用いた試算値は当地圃場の年間の平均

値である。



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　　　　川7

第5友一1　作　業　能　率

作　　 業　　 名 刈　 取　 り 刈　 取　 り 刈　 取　 り 反　　　 転 集　　　 草 梱　　　 包 運　　　 撥

使 用　 作 業 機

クログプ フレー′レ レシプロ センチピード ア クロバ ット タイ ト トラック

チ ョッパ ー モ　 ー　ア モ　 ー ア へイメーカー へイレーキ へ－7 － トレーラー

能 率 b a 佃　h r ′ h a． n 5 n ‘ n d n ‘5 1 5 1．0 0．5

2．0 1．占7 1．8 7 1．6 n d 7 1．0 2．0

第5表－2　使用トラクターおよび農機具

農　 機　 具　 名 メ　ー カ　ー 型　　　　　 式 台 数
購 入

年 次
隣 人 価 格

使　 用　 区　 分

牧 乾 草 サイレージ その 他

トラクター フォード 5 00O 型 6 5 LP 1 40 1，4 円 ．50 0 円 0 0

0

0

5 5 t1 50

トラクター フォー ド スー′く－ 4型 8 5 1P 1 4 2 5．48 8 dO O 0

0

0

トラクター
インター　ナシ ョナル

B T 上）d　 5 5 1P 1 40 5．14 1，5D D 0

トラクター ク B 414　40 1P 1 4 1 1 5 15．8 50 0

0

0

レシプロモーア フォー ド T M lO 2 1

5 5 型

1 40 175，0 00 D

7 レールモーア ハ ワ＿ド 1 4 1 5 朗 ．500 0

0

クP ップチ ョッパー ニューホーランド 1 59 7棉 0 00

へイチ ックー

（セ ンチ ピード） 7 7 －ル R H －4 型

28 °型

ホイル等区動 2 00 ヱ

1 40 28 0．0 00

へイレーキ

（アクPノミッり
ニ1 －ホ ーランド 1 4 1 27 0．0 00 0

へイべ －ラー （タイ ト） ′ 1 4 0 t 277 200 D

へイェレベーター ク 1 5 9 570．000 0

ブロードキ ャスター スター 1 4 0 10 8 00 0 0

ブロー ドキ ャスター スター アT O 駆 動 2 00 ヱ 1 44 8 5，4 90 0

0

トレーラー 小　 西 ダンプ型 1 59 170，00 0

トレーラー 小 西

三 菱

ワゴン型

ジュピター

1 41 20 0，0 00

トレーラー 1 42 55 0．00 0 D 0

トラック 1 4 1 1，2 79，0 00 0 0

合　　　　　　 計 1 7 15．5 5乳8 20 11，25 9．120 12J〕5 ス450

4．計算上の約束事項

t　固　定経費

rl）耐用年数と減価償却

耐用年数は年間使用時間によって異なることは明ら

かであるが，はっきり何年といい切ることはできない。

ここでは，ごく標準的な耐用年数で示し，作業機につ

いては年間使用時間および故障の頻度を考慮に入れて

8～】0年とした。残存価格はすべてゼロとした。

（2）資本　利　子

購入価格に対する資本利子で，それを耐用年数の年

聞平均利子とする考え方である。計算方法は便宜上，

購入価格の半彼に対し年利率5．5感を乗じた額とした。

（31建　物　費

トラクターおよび作業機を格納する車庫費である。

車庫費は資本利子5．5感，税金はn8啓，耐用年数は

50年とし，それをトラクターおよび農機具経費に含

める考え方をとった。なお，農機具の所要面積は，大

型農機具が1台当り15ナげ，小型のものは半分のZ5

ナげとした。

（4）税　　　金

固定資産税で，税率14多とした。



198　　　　　　　　　　　　　　東　北　農　業　研　究　第15　号

2．変　動　経費

（1）修　理　費

修理費の見当はむずかしいが，過去2年間当地での

修理費をみると購入価格の約4多かかっている。しか

し，まだ購入して間のない横根が多いので，耐用年数

の全期間を平均するともう少し余計みるべきである。

1時間当りnOl喀見積った。

（2）燃　料　費

トラクターの1時間当りの燃料消費量を調べてみる

と，作業の軽重によってかなり違うが，d5絆のトラ

クターで50ヱ程度である。軽油1ヱ当りの値段は公

定価格で58円，この中に税金が15円入っている。

農業用は免税になるから免税の公定価格は21円とい

うことになるが，実際には18～19円で買えそうであ

る。ここでは20円として試算した。

（31潤滑油費

エンジンオイル，ギヤオイル，ハイドロリブクオイ

ル等である。1時間当り25円前後であるが，その他

のものも少々かかるので28円とした。

（4）オペレーターの人件費

現在の貸金ベースから1日1，800円，1時間当り

200円とした。

5．結果および考察

t　トラクター1時間当り所要経費

前述の約束事項に従って年間使用時間別トラクター

1時間当りの所要経費を計算してみた。第4表，第1

図でわかるように，変動経費は年間使用時間に関係な

く一定であるが，固定経費は年間使用時間が少ない場

合には1時間当り経費が非常に高くつく。特に400時

間を切るとかなり高いトラクター費になる。当場の実

態に則してみると年間使用時間は，500～500　時間

で少ない。

第4表　トラクター1時間当り所要経費（フォード5000，d5肝，購入価格t495．500円）

年　 間　 使 用 時　 間 2 0 0 5 0 0 4 0 0 5 0 0 d　O O 7 D O 8 0 0 9 0 0 1 00 0

耐　　 用　　 年　 数
1 4 1 4 1 4 1 5 1 5 1 2 1 1 1 0 1 0

年

間

減　 価　 償　 却　 費 1Dd，4 28 10 8．42 8 1D d，4 28 1 14，d 15 114，6 15 12 4，1 dd 15 5，4 54 1 4 9．000 14乳90 0

資　　 本　　 利　 子 44，7 00 4 4，7 00 44．70 0 44．70 0 44，70 0 44．70 0 4 4．700 44．70 0 4 4．700

固

定
建　　　 物　　　 費 1 占．8 00 1占．80 0 18．8 00 18，8 00 18．8 0 0 16，8 00 18，8 0 0 1 8，8 00 16．800

経

費
税　　　　　　　 金 10，40 0 10，40 0 10．4 00 10，4 00 10，40 0 10．4 00 10．40 0 10．40 0 10，40 0

合　　　　　　　　 計 1 78．5 28 1 7a 52 8 17 8．5 28 1鮎 ，5 15 18 °，5 15 198，0 砧 20 ス5 5 4 2 20．90 0 2 20．90 0

時

固　　 定　　 経　 費 89 2 59 4 4 4 8 5 75 5 1 1 2 80 25 9 24 5 2 2 1

変

動

修　 理　 費 1 49 14 9 14 9 14 9 14 9 149 14 9 14 9 149

間

当
燃　　 料　 費 10 0 100 10 0 1 00 100 100 10 0 100 100

り

機
経

費

潤　 滑　 油　 費 28 28 28 28 2 8 28 28 28 28

械

費
人　 件　 費 2 00 200 20 0 2 00 200 20 0 20 0 2 00 20 0

合　　　　　　　 計 1，5 d9 1，07 1 925 8 50 78 8 75 7 75 ° 7 22 8 98
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第1図　各種トラクターの年間使用時間別

1時間当り所要経費曲線

2．作業機運営経費の計算

前述のトラクター運転費用で作業した場合，牧乾草，

第5義一1枚乾草調製作業ha当りの作業機経費

サイレージ調製作業ba当り機械費がいくらにつくか

試算してみた。

（円′ha）

　 作 業 名

調 製 延 面 慧 業 機

年 間

刈　 取　 り 刈　 取　 り 反　 転 集　　 革 梱　　 包 運　　 搬 運　　 搬
b a 当 り ＊

作 業 機 経 費
レシプロ

モ ー ア

フレー・ル

モ ーア

セ ンチピード

へイ メーカ ー

アクロバ ット

レーキ

タイ ト

べ －ラー
トラック トレーラー

h a 円 円 円 円 円 円 円 円
2 5 1 0 9 5 5．2 0 4 1，8 9 1 t 2 5 4 1 8 7 1 2 2 8 1 5，1 4 5

5 0 5 8 2 t d 4 9 8 8 7 d S d 5．8 9 9 2 2 8 ス8 4 1

1 0 0 5 8 5 1 1 5 2 5 9 2 4 d l 2，0 1 5 2 2 8 4．8 1 1

1 5 0 2 4 5 7 1 占 5 7 2 5 2 7 t 5 9 7 2 2 8 5，4 8 5

2 0 D 2 0 5 8 0 d 5 1 ° 2 5 0 t 2 5 0 1 9 2 2，7 7 7

2 5 0 1 8 2 5 4 2 2 4 8 1 8 5 t O O 9 1 9 2 2．5 5 8

S D O 1 5 1 4 5 2 2 0 8 1 7 2 8 d 2 1 9 2 2．0 5 7

注・＊は，刈取りに7レールモー7，運搬はトレーラーを使用。
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第5義一2　サイレージ調製作業

ha当り作業機経費　　（円′ha）

　 作 業 名

年間 作 業 機

使 用

刈 取 り吹 上 げ 運　　　 搬
h a 当 り

作業 機 経 費タ ロ ッ プ
ト　レ ー ラー

延 面 積 チ ョ ッパ ー

2 5 h a 4．9 6 2 円 2 2 8 円 5．1 9 0 円

5 0 乙5 9 4 2 2 8 2，8 2 2

1 0 0 ■t 5 5 6 2 2 8 1 5 8 4

1 5 0 9 5 ° 2 2 8 1．1 8 4

2 0 0 8 5 2 1 9 2 t O 4 4

2 5 0 7 1 2 1 9 2 9 0 4

5 0 0 8 1 8 1 9 2 8 1 0

第°裏　年間使用時間別ba当りトラクター経費　（円′ha）

　　 年 間 使 用 時 間

工 程 トラ ク タ ー
20 0 5 0 0 4 0 0 5 0 0 d O O 7 0 0 8 0 0 9 0 0 1 0 00

牧

刈 取 り フォード5000 2．2 8 8 1 7 8 9 t 54 1 1 4 2 0 t 5 1° 1，2 84 1 2 2 9 1 2 0 8 1 1砧

反　 転 インターナシ ョナル t 9 22 1 5 D d t 2 9 8 1 1 9 5 1 10 7 1 0 °4 1 0 5 5 t O ld 9 8 2

乾

草

調

集　 草 インターナシ ョナル 8 0 5 8 5 0 5 4 5 5 0 0 4°4 44 8 4 5 5 ．42 5 4 1 1

梱　 包 フォードスー′く－4 2，80 8 1 9 8 4 t d 4 5 1 4 8 8 1 55 5 1，28 8 t 2 4 5 1 2 1 7 1 1 8 5

製 運　 搬 トラック　 ＊ t d 24 1 8 2 4 1．624 1 6 2 4 t ‘24 1 8 2 4 1 8 2 4 t ‘24 1 8 2 4

計 乳24 5 ス5 15 ふ‘4 7 も2 27 5．8占4 5，d8 ° 5．5 砧 5．48 8 5．54 d

サ
刈 取 り

吹 上 げ
フォード500 0 2，758 2．1 4 2 t 8 4° 1 7 0 0 1 5 7 ° 1 5 14 1 4 7 2 t 4 4 4 1 5 9 d

イ

レ
運　 搬 フォードスーパ ー4 5．218 5．9 28 5．28 6 2．97 d 2．70 d 2．576 乙49 0 2，4 54 2．52 °

l 詰 込 み トラック　 ＊ t ‘24 1 °2 4 1 8 2 4 1 8 2 4 t 8 2 4 t d 2 4 1 6 24 t d 2 4 t d 2 4

ジ

調

製

踏　 圧 ブル ドーザー 占．494 4．d 54 5．8 8 4 5．5 は 5，19 2 5．0 5 8 乙954 2，48 8 2，5 40

計 18，0 72 1 2．54 8 1 D．640 乳8 18 乳098 8 7 5 2 8 5 2 0 ス98 8 ‡d8 d

注．＊トラックは，粗飼料調製作業の外に汎用性があるので，年間使用時間1000時間とし一律とした0

第5衰－1，2，第d表の見方は次のとおりである0

たとえば，牧乾草の調製作業を50ha行なった場合，

第5表一・1から作業機の経費は1814円である。運転費

用は第8蓑をみればよいが，全体の経営のなかでそれ

ぞれのトラクターを年間何時聞使用するかによって異

なる。

かりに，フォード5000　400時間

インターナショナル，500時間

フォードスー′く－4，500時間

トラクター費の合計は，

刈取り　　1．541円

とすれば，

反　転　　t506円

集　草　　　650

梱　包　　　t488

運　搬　　　td24　　　となり

8，789円

ba当り機械経費は

作業機経費　　　ろ814円

トラクター経費　8，789円

14．805円となる。

ha当り牧乾草収量5．258鞄とすれば，1Kg当り機械

経費は，
14．605

5，258
≒451円となる。以下，サイレー
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クの経費についても同様の考え方である。次に試算し

た中での最小規模25ha，年間トラクター最小使用時

間200時間，一方，最大規模500ha，年間使用時

間tOOO時間の場合の1Kg当り機械経費は，牧乾草で

2．22～ヱ46円，サイレージでnd8～td9円となる。

第7表　b8．当りトラクターの稼働時間

すなわち，草地規模が大きくなれば年間使用時間も多

くなり，所要経費がかなり安くつくことは一目ウェう

然である。第7表は年間牧乾草・サイレージ調製面積

別ha　当り稼働時間を示したものである。

区　　　 分

年 間 調 製

延 面 積

ト ラ ク タ ー

稼 働 時 間

1 台 当 り

稼 働 時 間

h a．当 り 稼 働 時 間

計牧 乾 草 ・

サ イ レ ー ジ ＊
そ　 の　 他

牧

乾

2 5　 h a 1 7 4 時 間 5 8 時 間 2 1 時 間 8　 時 間 2 9　 時 間

5 0 5 4 7 1 1 8 ク ノダ 〃

1 0 0 8 9 4 2 5 1 ノダ 一グ ノダ

草 1 5 0 1，0 4 1 5 4 7 ノダ ノダ ク

調

製

2 0 0 t 5 8 8 4 占う ク β′ ノダ

2 5 0 t 7 5 5 5 7 8 ク 〃 ク

5 0 0 2．0 8 2 6 9 4 ∠′ ク ク

サ

イ

2 5 1 5 0 5 0 1 8 8 2 °

5 0 5 0 0 1 0 0 ／グ ク 一グ

レ
1 0 0 6 0 0 2 0 0 ノダ ク 一グ

l 1 5 0 9 0 0 5 0 0 ク 一グ 〃

ジ

調

製

2 0 0 1．2 0 0 4 0 0 〟 ク ク

2 5 0 1 5 0 0 5 0 0 ク カ′ カ′

5 0 0 1，8 0 0 d O O ク ク ノダ

この他に，肥料散布，厩肥処理，その他の雑業等を加

えると年間ha当りの稼働時間は見当がつく。たとえ

ば，当試験地のように冬期間の長い地域では，トラク

ターの年間稼働時間は700～800時間程度であろう。

かりに，ha当り粗飼料調製作業に要するトラクター

の稼働時間を50時間とすると，トラクター1台当り

25～50ha稼働できることになる。しかし作業の体

系上トラクター・5台は最小限必要であろうから草地規

模は70～8DIlaあれば，トラクターをフルに活用で

きることになる。以上，外山試験地における機械装備

をもとにしてそれぞれ試算してみたが，年間使用時間，

すなわち，草地規模の大小によって所要経費に大きな

違いのあることがわかった。あくまでも，機械購入に

あたっては過剰投資にならないよう注意が肝要である。

占．要　　　　　約

1枚乾草およびサイレージの生産費のおよそを知

るために草地機械費を試算してみた。

2・調製総量，牧乾草148t（延面積58・9ha），

サイレージ546t（延面培58．9ha）の生産費は，1

KF当り乾物換算で牧乾草が20．1円，サイレージ22．5

円という結果を得たが，この中に占める機械費の割合

が高く約半分を占めている。

5．山地憤斜地の気象条件は平地と異なり天候が不

安定で年間作業可能日数も制約されるためサイレージ

調製の意義が大きく単に生産費用の面から両者の優劣

を論ずることはできない。

4　畜産経営を安定かつ有利にするためには，粗飼

料はできるだけ安いものでなければならず，そのため

には草地機械費を少なくしなければならない。

5．機械費を安くするためには，機械装備に見合っ

た草地面積が必要であり，試算による装備では年5回

利用として，70～80ba規模が必要である。

‘．草地規模と機械装備の関係は過剰投資にならな
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いよう考慮が必要であり，牧場設計に当たっては，既

存の機械，あるいは導入計画にある機械の性能に基づ

く機枕化作業の可能限界および経済的な傾斜度の限界

把握が必要である。

ス　以上，牧乾草，サイレージの生産量特に機械費

について試算してみたが，この中には推定値も含んで

いるので今後さらに調製総量の把握等検討する必要が

ある。

ゼオライト添加による肉豚肥育試験

佐々木　茂・丹野　裕介・　嵯峨　久光

（秋　田　県畜試）

1．ま　え　が　き

飼料中へゼオライト粉末を5痴添加し，肉豚の発育，飼

料の利用性および枝肉の品質に及ぼす効果について調

査した。試A区として軟質ゼオライト粉末の添加給与

効果について，試B区としてゼオライト粉末の品質別

（硬質，軟質）の添加給与の比較について実施したの

で，その成績を報告する。

第1表　試　験　区　分

2．試　験　方　法

t　供試豚および試験区分

供託豚は当場生産の雑種（Yも）で試A区は2腹10

頭，試B区は2腹12頭を用い，第1表のとおり区分

した。

区　　　　　 分 頭　　　　 数 生　 年　 月　 日 豚 房 面 積
試 験 開 始

月　 日

摘　　　　　　 要

試

A

区

無　 添　 加　 区

頭

5

2 須

5

4 5 ． 8 5

4 5 ． 8 4

　 〝㌔

1 5 ．2 4 5 ．1 1．4 ゼ オ ラ イ ト 無 添 加

5　 喀　 添　 加 区 5

2

5

4 5 ． a 5

4 5 ． 8 ． 4
1 5 ．2 4 5 ．1 1．4 軟 質 ゼ オ ラ イ ト 5 多 添 加

試

B

区

硬　　 質　　 区 ‘

5 4 4　 8 ． 2 2 占．占

4 5 ．1 0 ．7
硬 質 ゼ オ ラ イ ト （二 ツ 井 産 ）

5 4 4　 8 ． 2 5 ‘．d
5 痴 添 加

軟　　 質　　 区 ‘

5 4 4　 8 ． 2 2 占．d

4 5 ．1 0 ．7
軟 式 ゼ オ ラ イ ト （入 沢 木 産 ）

5 4 4　 8 ．2 5 占．d
5 多 添 加

試A区は群平均体重25侮～90Kg，試B区は群平

均体重20Kg～90Kはでとし，試験開始時～体重

50Kgまでを前期間，以降90Kgまでを後期間とした。

2．試験期間

試A区は昭和45年11月から昭和44年4月まで，

試B区は昭和44年10月から昭和45年5月までと

した。

5．供試飼料および飼料給与方法

供試飼料は豚産肉能力検定飼料を用いた。なお，5

多添加区と試B区は飼料の5多をゼオライトで代替し

た。給与方法は試両区とも自由採食させ，飲水も自由

給水とした。

4　調査方法

飼料は各期間終了時に残量を秤量し，期間ごとに求

め，その外は産肉検定基準に従った。

5．　ゼオライト粉末の成分


